
来場者　過去最高の万人ＪＡＴＡ
旅　　博

展
示
、フ
ォ
ー
ラ
ム
と
も
盛
況

Ｕ
Ｎ
Ｗ
Ｔ
Ｏ
と
協
定
締
結

Ｊ
Ａ
Ｔ
Ａ
　
相
互
協
力
で
観
光
振
興

増
上
寺
で
旅
博
前
夜
祭

各
国
の
観
光
大
臣
、大
使
を
招
き
ＪＡＴＡ

７月分

総
取
扱
額
は
．
％
増

国
内
旅
行
は
．
％
増
に

ＴＣＳＡ、添乗員表彰

グランプリに
林氏（Ｊ Ｔ Ｂ

サポート中部）

全国旅行業協会
（ Ａ Ｎ Ｔ Ａ ）　川﨑　糺副会長に聞く

筆
頭
副
会
長
と
し
て
の
役
割

国
内
観
光
活
性
化
の
た
め
に

和
歌
山
フ
ォ
ー
ラ
ム
成
功
を

フ
ジ
テ
レ
ビ「
め
ざ
ま
し
」

ツ
ー
リ
ズ
ム
大
賞
優
秀
賞

Ｊ
Ａ
Ｔ
Ａ

（３） 第２７２０号第３種郵便物認可２０１３年（平成２５年）９月２１日（土曜日）

　
日
本
旅
行
業
協
会（
Ｊ
Ａ
Ｔ
Ａ
、菊
間
潤
吾
会
長
）が

～

日
に
開
催
し
た
国
内
、

海
外
、訪
日
の
旅
行
総
合
イ
ベ
ン
ト「
Ｊ
Ａ
Ｔ
Ａ
旅
博
２
０
１
３
」は
、業
界
関
係
者
、

一
般
来
場
者
、
マ
ス
コ
ミ
な
ど
を
合
わ
せ
た
来
場
者
数
が

万
１
１
０
０
人
と
な
り
、

過
去
最
高
人
数
を
更
新
し
た
。
最
も
多
か
っ
た
昨
年
の

万
６
０
０
０
人
を
４
％
上
回

る
。
「
展
示
会
は
国
内
業
者
が
増
え
、
東
北
支
援
の
た
め
の
ブ
ー
ス
も
昨
年
よ
り
大
き

く
な
り
、
盛
況
だ
っ
た
」
（
古
木
康
太
郎
・
Ｊ
Ａ
Ｔ
Ａ
博
推
進
会
議
委
員
長
）
。

にぎわう展示会の会場

　
今
年
の
旅
博
は
、
旅
の
情

報
を
提
供
す
る「
展
示
会
」、

旅
行
業
界
の
発
展
に
向
け
て

討
議
す
る
「
国
際
観
光
フ
ォ

ー
ラ
ム
」
、
国
内
外
の
業
界

関
係
者
に
よ
る
「
国
際
商
談

会
」
、
企
業
・
団
体
や
旅
行

商
品
を
表
彰
す
る
「
顕
彰
事

業
」
で
構
成
。

日
の
開
会

式
で
菊
間
会
長
は
「
旅
の
総

合
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
旅
博
が

充
実
し
た
情
報
交
換
の
場
と

な
り
、
Ｊ
Ａ
Ｔ
Ａ
会
員
各
社

と
の
協
力
を
通
じ
て
新
た
な

需
要
創
出
に
つ
な
が
っ
て
ほ

し
い
」
と
期
待
し
た
。
さ
ら

に
「
再
び
日
本
が
世
界
の
注

目
を
集
め
る

年
の
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
開
催
に
向
け
て
旅
博

も
さ
ら
に
進
化
さ
せ
た
い
」

と
意
欲
を
示
し
た
。

　
国
際
観
光
フ
ォ
ー
ラ
ム
で

は

日
、
国
連
世
界
観
光
機

関
（
Ｕ
Ｎ
Ｗ
Ｔ
Ｏ
）
事
務
局

長
の
タ
レ
ブ
・
リ
フ
ァ
イ
氏

と
世
界
旅
行
ツ
ー
リ
ズ
ム
協

議
会
（
Ｗ
Ｔ
Ｔ
Ｃ
）
Ｃ
Ｅ
Ｏ

の
デ
ビ
ッ
ド
・
ス
コ
ー
シ
ル

氏
、
Ｊ
Ａ
Ｔ
Ａ
副
会
長
の
田

川
博
己
氏
（
Ｊ
Ｔ
Ｂ
社
長
）

ら
４
人
が
「
急
成
長
す
る
ア

ジ
ア
旅
行
市
場
と
日
本
の
旅

行
産
業
」
に
つ
い
て
語
り
合

っ
た
。

　
Ｉ
Ｔ
や
苦
情
対
策
な
ど
職

域
の
現
場
で
役
立
つ
最
新
情

報
を
発
信
す
る
業
界
日
セ
ミ

ナ
ー
も

日
に
実
施
。
Ｊ
Ｒ

東
日
本
の
高
橋
敦
司
営
業
部

次
長
は
「
日
本
旅
館
と
旅
行

業
の
あ
り
方
　
新
し
い
時
代

の
Ｗ
ｉ
ｎ
‐
Ｗ
ｉ
ｎ
の
関
係

を
目
指
し
て
」
と
題
し
て
講

演
し
、
訪
日
外
国
人
旅
行
客

に
と
っ
て
分
か
り
や
す
い
日

本
旅
館
の「
観
光
品
質
認
証
」

の
必
要
性
な
ど
を
訴
え
た
。

　
高
橋
氏
は
旅
行
業
と
日
本

旅
館
の
関
係
に
つ
い
て
「
か

つ
て
は
『
送
客
す
る
側
』
と

『
さ
れ
る
側
』
と
し
て
ウ
ィ

ン
・
ウ
ィ
ン
の
ベ
ス
ト
な
関

係
に
あ
っ
た
」
と
指
摘
。
現

在
で
は
、
旅
館
を
売
る
プ
レ

イ
ヤ
ー
と
し
て
の
旅
行
業
の

相
対
的
な
立
場
の
低
下
に
よ

り
、
旅
館
側
に
は
「
脱
旅
行

業
」
、
旅
行
業
側
に
は
「
既

存
の
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
に
対

す
る
固
執
」
と
い
う
誤
解
が

散
見
さ
れ
る
と
述
べ
た
。

　
そ
の
上
で
「
検
索
機
能
に

は
限
界
が
あ
り
、
ウ
ェ
ブ
は

決
し
て
万
能
で
は
な
い
。
従

来
型
旅
行
業
は
Ｏ
Ｔ
Ａ
（
オ

ン
ラ
イ
ン
・
ト
ラ
ベ
ル
・
エ

ー
ジ
ェ
ン
ト
）
が
不
可
能
な

機
能
を
備
え
て
い
る
」
と
強

調
し
た
。

　
高
橋
氏
は
ま
た
、
「
旅
行

業
は
自
ら
の
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ

ル
を
『
旅
館
券
販
売
』
と
い

う
認
識
か
ら
、
『
お
客
さ
ま

の
こ
だ
わ
り
に
合
わ
せ
た
ス

ト
ー
リ
ー
と
し
て
の
旅
行
販

売
』『
地
域
の
魅
力
の
販
売
』

と
い
う
意
識
に
変
革
す
る
必

要
が
あ
る
」
と
説
明
。
「
商

品
の
中
心
に
日
本
旅
館
が
あ

り
、
有
形
、
無
形
の
サ
ー
ビ

ス
と
い
っ
た
付
加
価
値
を
添

え
て
販
売
す
る
の
が
旅
行

業
」
と
解
説
し
た
。

　
日
本
旅
館
の
観
光
品
質
認

証
に
つ
い
て
は
、
国
や
業
界

団
体
で
は
な
く
、
第
三
者
の

認
証
機
関
を
設
置
し
、
格
付

け
で
は
な
く
、
評
価
対
象
の

基
準
を
満
た
し
て
い
る
か
ど

う
か
を
客
観
的
に
判
断
し
、

認
証
を
行
う
の
が
適
当
で
は

な
い
か
と
提
案
し
た
。

　
具
体
的
な
イ
メ
ー
ジ
は
、

「
外
国
人
旅
行
客
に
と
っ
て

も
快
適
に
過
ご
せ
、
く
つ
ろ

ぐ
こ
と
の
で
き
る
日
本
的
な

宿
」
を
１
つ
星
、
「
日
本
の

伝
統
的
な
生
活
様
式
や
文
化

を
楽
し
み
な
が
ら
、
総
じ
て

居
心
地
が
よ
く
、
安
心
し
て

泊
ま
れ
る
宿
」
を
２
つ
星
、

「
こ
の
日
本
旅
館
に
泊
ま
る

こ
と
を
旅
行
の
目
的
に
し
た

と
し
て
も
、
そ
の
期
待
感
は

十
分
達
せ
ら
れ
る
宿
」
を
３

つ
星
、
「
洗
練
さ
れ
た
質
の

高
い
サ
ー
ビ
ス
が
受
け
ら

れ
、
日
本
文
化
を
よ
り
深
く

体
験
す
る
こ
と
が
で
き
、
日

本
旅
館
の
素
晴
ら
し
さ
を
満

喫
で
き
る
宿
」
を
４
つ
星
、

「
日
本
の
伝
統
美
を
こ
こ
ろ

ゆ
く
ま
で
堪
能
で
き
る
芸
術

的
な
建
物
や
庭
園
を
備
え
、

日
本
旅
館
で
し
か
味
わ
え
な

い
最
上
級
の
も
て
な
し
を
受

け
る
こ
と
が
で
き
る
宿
」
を

５
つ
星
と
し
た
。

　
一
般
日

～

日
の
展
示

会
で
は
、
１
５
４
の
国
・
地

域
か
ら
７
３
０
企
業
・
団
体

が
出
展
。
な
か
で
も
国
内
の

出
展
者
数
は
年
々
増
え
、
全

体
の
３
分
の
１
を
占
め
る
ま

で
に
な
っ
て
い
る
。

　
会
場
で
は
展
示
の
ほ
か
、

プ
ロ
ス
キ
ー
ヤ
ー
、
登
山
家

の
三
浦
雄
一
郎
氏
や
宇
宙
飛

行
士
の
毛
利
衛
氏
に
よ
る
講

演
会
や
旅
行
ツ
ア
ー
な
ど
を

販
売
す
る
「
旅
博
市
場
（
い

ち
ば
）
」
も
展
開
。
東
北
の

名
産
・
特
産
品
を
販
売
す
る

東
北
復
興
支
援
企
画
「
東
北

復
興
市
」
も
開
か
れ
た
。

　
観
光
庁
と
Ｊ
Ａ
Ｔ
Ａ
は


日
、
Ｊ
Ａ
Ｔ
Ａ
旅
博
２
０
１

３
の
前
夜
祭
「
Ｔ
Ａ
Ｂ
Ｉ
Ｈ

Ａ
Ｋ
Ｕ
　
Ｎ
Ｉ
Ｇ
Ｈ
Ｔ
２
０

１
３
」
を
東
京
都
港
区
の
増

上
寺
で
開
い
た
。
マ
レ
ー
シ

ア
観
光
文
化
大
臣
、
チ
ュ
ニ

ジ
ア
観
光
大
臣
、
イ
エ
メ
ン

観
光
大
臣
、
タ
イ
国
観
光
ス

ポ
ー
ツ
大
臣
、
Ｕ
Ｎ
Ｗ
Ｔ
Ｏ

事
務
局
長
、
Ｗ
Ｔ
Ｔ
Ｃ
・
Ｃ

Ｅ
Ｏ
や
在
日

カ
国
の
大
使

を
は
じ
め
、大
使
館
関
係
者
、

海
外
の
有
力
旅
行
会
社
、
メ

デ
ィ
ア
な
ど
国
内
外
か
ら
８

０
０
人
の
賓
客
を
招
い
た
。

　
世
界
平
和
と
旅
博
の
成
功

を
願
い
、昇
殿
祈
願
を
実
施
。

続
い
て
、
開
会
の
あ
い
さ
つ

に
立
っ
た
鶴
保
庸
介
国
土
交

通
副
大
臣
は
「
東
京
五
輪
が

決
ま
り
、
世
界
中
の
人
々
に

東
京
の
み
な
ら
ず
日
本
全
国

を
訪
れ
て
い
た
だ
く
チ
ャ
ン

ス
が
巡
っ
て
き
た
。
今
日
が

そ
の
ス
タ
ー
ト
。
日
本
は
観

光
を
も
っ
て
国
を
成
し
て
い

く
」
と
力
強
く
宣
言
し
た
。

　
五
輪
色
に
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ

さ
れ
た
東
京
タ
ワ
ー
を
背
景

に
、
三
味
線
、
琴
、
雅
楽
な

ど
を
境
内
で
演
奏
。
全
国
各

地
の
名
物
を
供
す
る
屋
台
が

参
道
に
並
ん
だ
。
旅
館
女
将

ら
は
お
茶
や
江
戸
前
鮨
な
ど

を
運
び
、
日
本
の
お
も
て
な

し
を
ア
ピ
ー
ル
し
た
。
フ
ィ

ナ
ー
レ
は
阿
波
お
ど
り
を
全

員
で
踊
っ
た
＝
写
真
。

　
Ｊ
Ａ
Ｔ
Ａ
と
Ｕ
Ｎ
Ｗ
Ｔ
Ｏ

（
ス
ペ
イ
ン
・
マ
ド
リ
ッ
ド

市
）
は
、
力
を
結
集
し
て
観

光
関
連
活
動
を
共
同
展
開
し

観
光
業
界
で
の
役
割
を
高
め

て
い
く
こ
と
で
合
意
、

日

の
旅
博
開
会
式
で
「
包
括
的

パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
協
定
」

を
締
結
し
た
。
観
光
庁
の
久

保
成
人
長
官
を
立
会
人
に
Ｊ

Ａ
Ｔ
Ａ
の
菊
間
会
長
、
Ｕ
Ｎ

Ｗ
Ｔ
Ｏ
の
タ
レ
ブ
・
リ
フ
ァ

イ
事
務
局
長
が
調
印
し
た
＝

写
真
。

　
Ｕ
Ｎ
Ｗ
Ｔ
Ｏ
は
国
際
連
合

の
観
光
分
野
の
専
門
機
関
。

１
６
２
の
国
と
地
域
が
加
盟

し
、民
間
部
門
、教
育
機
関
、

観
光
協
会
、
地
方
観
光
局
か

ら
な
る
４
０
０
以
上
の
賛
助

加
盟
員
に
よ
り
活
動
を
行
っ

て
い
る
。
Ｕ
Ｎ
Ｗ
Ｔ
Ｏ
が
結

ぶ
今
回
の
よ
う
な
パ
ー
ト
ナ

ー
シ
ッ
プ
協
定
は
ベ
ル
リ
ン

の
「
Ｉ
Ｔ
Ｂ
」
、
ロ
ン
ド
ン

の
「
Ｗ
Ｔ
Ｍ
」
に
次
ぐ
も
の

で
、
ア
ジ
ア
・
太
平
洋
地
区

で
の
初
の
取
り
組
み
。

　
調
印
式
で
菊
間
会
長
は

「
Ｊ
Ａ
Ｔ
Ａ
旅
博
が
国
際
会

議
と
展
示
を
伴
う
旅
行
の
総

合
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
国
際
的

に
認
知
さ
れ
て
い
る
こ
と
や

双
方
向
で
の
交
流
促
進
へ
の

取
り
組
み
が
評
価
さ
れ
た
も

の
と
認
識
し
て
い
る
」
と
発

言
。
タ
レ
ブ
・
リ
フ
ァ
イ
事

務
局
長
は
「
観
光
分
野
で
影

響
力
を
持
つ
Ｊ
Ａ
Ｔ
Ａ
と
の

提
携
は
、
社
会
と
経
済
発
展

の
原
動
力
と
し
て
観
光
事
業

を
促
進
す
る
グ
ロ
ー
バ
ル
な

取
り
組
み
で
あ
り
、
Ｕ
Ｎ
Ｗ

Ｔ
Ｏ
に
と
っ
て
意
義
深
い
前

進
だ
」
と
語
っ
た
。

　
観
光
庁
が

日
に
発
表
し

た
７
月
の
主
要
旅
行
業

社

の
旅
行
取
り
扱
い
状
況
（
速

報
）
は
、
総
取

扱
額
５
６
６
７

億
１
５
２
３
万

円
で
、
前
年
同

月
比
２
・
４
％

増
。
３
カ
月
連

続
の
増
加
と
な
っ
た
。
２
０

１
１
年
同
月
比
は
６
・
３
％

増
だ
っ
た
。

　
内
訳
は
国
内
旅
行
が
前
年

同
月
比
６
・
１
％
増
の
３
６

２
３
億
８
８
９
８
万
円
、
海

外
旅
行
が
同
３
・
９
％
減
の

１
９
８
４
億
６
１
４
万
円
、

外
国
人
旅
行
が
同
９
・
９
％

増
の

億
２
０
１
１
万
円
。

国
内
旅
行
は
対
前
年
同
月
比

で
６
カ
月
連
続
の
増
加
、
海

外
旅
行
は
６
カ
月
連
続
の
減

少
、
外
国
人
旅
行
は

カ
月

連
続
の
増
加
。

　
分
野
別
に

年
同
月
比
を

見
る
と
、
国
内
旅
行
は
７
・

８
％
増
、
海
外
旅
行
は
２
・

６
％
増
、
外
国
人
旅
行
は


・
８
％
増
だ
っ
た
。

　
取
扱
額
の
合
計
が
前
年
同

月
を
超
え
た
の
は

社
中


社
。
国
内
旅
行
は
取
り
扱
い


社
中

社
、
海
外
旅
行
は


社
中

社
、
外
国
人
旅
行

は

社
中

社
だ
っ
た
。

　
募
集
型
企
画
旅
行
の
総
取

扱
額
は
前
年
同
月
比
４
・
０

％
増
の
１
５
８
２
億
１
２
９

６
万
円
だ
っ
た
。

　
内
訳
は
国
内
旅
行
が
前
年

同
月
比
７
・
６
％
増
の
９
０

９
億
５
４
９
４
万
円
、
海
外

旅
行
が
０
・
６
％
減
の
６
６

９
億
３
７
５
０
万
円
、
外
国

人
旅
行
が

・
５
％
増
の
３

億
２
０
５
２
万
円
。

　
募
集
型
企
画
旅
行
の
総
取

扱
人
数
は
、
前

年
同
月
比
２
・

８
％
増
３
６
０

万
９
１
０
６
人

だ
っ
た
。

　
内
訳
は
国
内

旅
行
が
４
・
３
％
増
の
３
２

６
万
４
０
７
３
人
、
海
外
旅

行
は

・
８
％
減
の

万
６

２
０
３
人
、
外
国
人
旅
行
は


・
０
％
増
の
１
万
８
８
３

０
人
だ
っ
た
。

　
Ｊ
Ａ
Ｔ
Ａ
は

日
の
旅
博

開
会
式
で
、
旅
行
需
要
喚
起

に
年
間
を
通
じ
て
貢
献
し
た

企
業
・
団
体
を
表
彰
す
る

「
Ｊ
Ａ
Ｔ
Ａ
ツ
ー
リ
ズ
ム
大

賞
２
０
１
３
」
の
表
彰
式
を

開
催
し
た
。
今
回
新
設
し
た

最
優
秀
賞
は
フ
ジ
テ
レ
ビ
ジ

ョ
ン
の
「
め
ざ
ま
し
ど
よ
う

び
　
Ｔ
Ｏ
Ｐ
　
Ｏ
Ｆ
　
Ｔ
Ｈ

Ｅ
　
Ｗ
Ｏ
Ｒ
Ｌ
Ｄ
」
が
受
賞

し
た
。

　
ツ
ー
リ
ズ
ム
大
賞
は
４
部

門
が
あ
り
、
観
光
局
・
大
使

館
部
門
に
は
ハ
ワ
イ
政
府
観

光
局
、グ
ア
ム
政
府
観
光
局
、

マ
レ
ー
シ
ア
政
府
観
光
局
、

ス
リ
ラ
ン
カ
政
府
観
光
局
を

選
定
。
運
輸
部
門
は
プ
リ
ン

セ
ス
・
ク
ル
ー
ズ
。
国
内
・

訪
日
旅
行
部
門
は
沖
縄
観
光

コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
ビ
ュ
ー
ロ

ー
、
東
北
観
光
推
進
機
構
に

決
ま
っ
た
。

　
最
優
秀
賞
は
各
部
門
の
受

賞
者
の
中
か
ら
選
ば
れ
、
パ

ブ
リ
シ
テ
ィ
部
門
の
め
ざ
ま

し
ど
よ
う
び
と
な
っ
た
。

　
日
本
添
乗
サ
ー
ビ
ス
協
会

（
Ｔ
Ｃ
Ｓ
Ａ
、
山
田
隆
英
会

長
）
は

日
、

年
度
の
活

動
で
優
れ
た
功
績
の
あ
っ
た

添
乗
員
を
た
た
え
る「
ツ
ア

ー
コ
ン
ダ
ク
タ
ー
・
オ
ブ
・
ザ

・
イ
ヤ
ー
２
０
１
３
」の
表
彰

式
を
Ｊ
Ａ
Ｔ
Ａ
旅
博
の
会
場

で
開
催
し
た
＝
写
真
。
Ｊ
Ｔ

Ｂ
サ
ポ
ー
ト
中
部
の
林
勝
重

氏
が
グ
ラ
ン
プ
リ
（
国
土
交

通
大
臣
賞
）
に
選
ば
れ
た
。

　
山
田
会
長
は
「
ツ
ア
ー
コ

ン
ダ
ク
タ
ー
（
添
乗
員
）
は

旅
の
演
出
家
と
し
て
お
客
さ

ま
の
安
全
、
安
心
を
守
る
、

ま
た
、
旅
の
感
動
を
与
え
る

大
事
な
仕
事
を
し
て
い
る
」

と
高
度
な
専
門
性
の
あ
る
職

業
で
あ
る
こ
と
を
強
調
。
だ

が
、
「
世
間
的
に
は
必
ず
し

も
適
正
な
評
価
が
な
さ
れ
て

い
な
い
」
と
訴
え
た
。
同
賞

は
添
乗
員
に
希
望
と
光
を
与

え
る
た
め
に
創
設
さ
れ
た
。

　
グ
ラ
ン
プ
リ
の
林
氏
は
、

昨
年
５
月
の
チ
ベ
ッ
ト
・
ラ

サ
で
の
ツ
ア
ー
で
客
が
高
山

病
で
体
調
を
崩
し
て
死
亡
す

る
事
態
に
あ
た
っ
て
、
通
信

状
態
が
よ
く
な
い
地
域
に
も

か
か
わ
ら
ず
、
日
本
と
の
連

絡
や
遺
体
の
搬
送
な
ど
適
切

な
処
理
を
行
っ
た
。
こ
の
事

故
を
契
機
に
Ｊ
Ｔ
Ｂ
サ
ポ
ー

ト
中
部
が
高
山
ツ
ア
ー
で
の

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
作
成
し
、

そ
の
作
成
に
貢
献
し
た
こ
と

も
評
価
さ
れ
た
。

　
準
グ
ラ
ン
プ
リ
（
観
光
庁

長
官
賞
）
は
ジ
ャ
ッ
ツ
の
村

松
政
美
さ
ん
。
委
員
長
賞
は

ツ
ー
リ
ス
ト
エ
キ
ス
パ
ー
ツ

の
加
治
文
子
さ
ん
、
会
長
賞

に
Ａ
Ｎ
Ａ
セ
ー
ル
ス
の
林
正

実
氏
、
会
長
特
別
賞
に
ト
ッ

プ
・
ス
タ
ッ
フ
の
坂
口
実
氏

が
選
ば
れ
て
い
る
。
受
賞
者

に
は
山
田
会
長
や
観
光
庁
の

石
原
大
・
観
光
産
業
課
長
が

表
彰
状
な
ど
を
手
渡
し
た
。

　

２
年
ぶ
り
に
副
会
長
に

返
り
咲
き
、
副
会
長
３
人
の
中

の
筆
頭
副
会
長
に
就
い
た
。
協

会
運
営
の
何
に
力
を
入
れ
る
。

　
「
当
協
会
は
今
年
４
月
か
ら

一
般
社
団
法
人
に
移
行
し
た
。

今
後
２
年
間
の
大
き
な
役
目

は
、
会
員
に
こ
の
新
し
い
組
織

を
十
分
に
理
解
し
て
も
ら
う
こ

と
だ
。
Ａ
Ｎ
Ｔ
Ａ
は
各
都
道
府

県
の
旅
行
業
協
会
が
集
ま
っ
て

全
国
組
織
を
設
立
し
た
経
緯
が

あ
り
、
支
部
が
あ
っ
て
本
部
が

あ
る
と
い
う
意
識
で
こ
れ
ま
で

や
っ
て
き
た
。
公
益
法
人
改
革

法
に
よ
っ
て
総
会
と
理
事
会
が

議
決
機
関
に
な
っ
た
た
め
、
支

部
を
協
会
直
轄
の
組
織
に
す
る

こ
と
が
必
要
に
な
っ
た
。
支
部

は
法
定
業
務
以
外
に
も
会
員
の

活
動
を
支
え
る
共
益
的
な
事
業

行
っ
て
き
た
が
、
そ
れ
を
全
国


都
道
府
県
に
設
立
さ
れ
た
一

般
社
団
法
人
の
旅
行
業
協
会
が

行
う
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
の
た

め
、
当
協
会
と
全
国

都
道
府

県
の
旅
行
業
協
会
と
の
連
携
を

い
か
に
確
保
し
て
い
く
か
が
当

面
の
重
要
課
題
だ
」

　

会
員
に
協
力
を
求
め
る

こ
と
は
。

　
「
こ
の
協
会
の
目
的
は
中
小

旅
行
会
社
の
会
員
の
レ
ベ
ル
ア

ッ
プ
に
あ
る
と
思
う
。
社
会
的

に
信
用
あ
る
協
会
の
正
会
員
と

し
て
、
消
費
者
か
ら
信
頼
さ
れ

る
旅
行
会
社
に
な
ら
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
協
会
の
事
業
の
中

か
ら
自
分
で
何
か
を
学
ん
で
い

く
と
い
う
姿
勢
が
大
事
だ
。
社

員
教
育
に
し
て
も
大
手
旅
行
会

社
な
ら
何
日
も
か
け
た
研
修
が

で
き
る
が
、
中
小
旅
行
会
社
は

そ
こ
ま
で
自
社
で
行
う
こ
と
は

で
き
な
い
。
協
会
が
開
催
す
る

研
修
を
積
極
的
に
活
用
し
て
社

員
の
能
力
向
上
に
役
立
て
て
ほ

し
い
」

　

来
年
２
月

日
に
第


回
「
国
内
観
光
活
性
化
フ
ォ
ー

ラ
ム
ｉ
ｎ
和
歌
山
」
を
和
歌
山

県
で
開
催
す
る
。

　
「
Ａ
Ｎ
Ｔ
Ａ
は
会
員
向
け
の

フ
ォ
ー
ラ
ム
を
主
催
し
、
株
式

会
社
全
旅
が
一
般
来
訪
者
に
も

楽
し
ん
で
も
ら
え
る
イ
ベ
ン
ト

と
し
て
『
地
旅
博
覧
会
』
を
同

時
開
催
す
る
。
こ
れ
ら
を
『
和

歌
山
ビ
ッ
グ
ホ
エ
ー
ル
』
と

『
和
歌
山
ビ
ッ
グ
ウ
ェ
ー
ブ
』

の
両
会
場
で
開
催
し
た
い
。
地

旅
博
覧
会
で
は
和
歌
山
を
は
じ

め
と
す
る
各
地
の
伝
統
芸
能
を

披
露
す
る
予
定
だ
。
今
、

都

道
府
県
に
地
旅
博
覧
会
へ
の
ブ

ー
ス
出
展
を
呼
び
掛
け
て
い

る
。
全
国
か
ら
の
来
場
者
に
楽

し
ん
で
も
ら
え
る
プ
ロ
グ
ラ
ム

を
株
式
会
社
全
旅
と
相
談
し
て

い
る
」

　

参
加
者
数
の
目
標
は
前

回
の
倍
と
な
る
１
万
人
だ
。

　
「
第

回
記
念
大
会
を
二
階

俊
博
会
長
の
地
元
と
し
て
ご
縁

の
あ
る
和
歌
山
県
で
開
催
す
る

こ
と
に
な
っ
た
。
我
々
の
協
会

の
レ
ベ
ル
を
こ
こ
ま
で
高
め
て

く
れ
た
の
は
二
階
会
長
だ
。
第


回
の
記
念
大
会
と
し
て
ふ
さ

わ
し
い
フ
ォ
ー
ラ
ム
に
し
た

い
」

　

中
小
旅
行
会
社
の
経
営

環
境
を
ど
う
捉
え
て
い
る
。

　
「
現
状
は
厳
し
い
。
我
々
中

小
旅
行
会
社
は
、
相
談
に
乗
り

な
が
ら
面
談
で
営
業
す
る
の
が

主
体
だ
。
し
か
し
、
旅
行
販
売

市
場
の
全
体
を
見
る
と
、
ネ
ッ

ト
エ
ー
ジ
ェ
ン
ト
な
ど
に
よ
る

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
販
売
の
シ
ェ

ア
が
増
え
て
お
り
、
面
談
で
の

販
売
の
シ
ェ
ア
が
減
少
し
て
い

る
。
高
齢
者
層
に
対
し
て
は
面

談
で
の
販
売
が
通
じ
る
が
、
今

の

代
は
面
談
で
は
難
し
い
。

時
代
に
合
う
仕
事
を
探
し
て
い

か
な
い
と
我
々
の
業
態
は
こ
れ

か
ら
ダ
メ
に
な
る
の
で
は
な
い

か
。
た
だ
じ
っ
と
し
て
い
る
だ

け
で
は
、
生
き
残
れ
な
い
」

　

伸
び
が
著
し
い
ネ
ッ
ト

販
売
に
ど
う
対
応
し
て
い
く
。

　
「
大
手
旅
行
会
社
が
や
っ
て

い
る
か
ら
と
い
っ
て
同
じ
よ
う

に
ネ
ッ
ト
販
売
を
や
っ
て
も
ダ

メ
だ
。
大
手
は
専
門
部
署
が
あ

り
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
も
『
桜
が

開
花
し
た
』
『
夏
休
み
は
こ
の

場
所
が
お
薦
め
』
な
ど
と
、
す

ぐ
に
情
報
を
更
新
で
き
る
。
だ

が
、
中
小
旅
行
業
界
で
そ
れ
が

で
き
る
会
社
は
１
割
も
な
い
。

自
社
で
で
き
る
取
り
組
み
は
何

か
を
徹
底
的
に
考
え
て
、
そ
れ

に
特
化
し
た
営
業
展
開
を
す
る

こ
と
が
大
事
だ
」

　

勝
ち
残
る
た
め
に
必
要

こ
と
は
何
か
。

　
「
資
金
と
人
材
が
豊
か
な
大

手
旅
行
会
社
の
よ
う
に
店
頭
、

団
体
営
業
、
ネ
ッ
ト
販
売
な
ど

何
に
で
も
対
応
で
き
る
わ
け
で

は
な
い
の
で
、
我
々
中
小
旅
行

会
社
は
地
域
密
着
型
の
経
営
で

や
っ
て
い
る
。
大
手
旅
行
会
社

は
店
頭
で
の
来
客
対
応
が

分

程
度
で
な
い
と
採
算
が
合
わ
な

い
と
も
聞
く
。
だ
が
、
我
々
は


分
で
も

分
で
も
時
間
を
割

い
て
お
客
さ
ま
に
接
す
る
よ
う

に
し
て
い
る
の
が
強
み
だ
。
今

後
と
も
旅
行
業
で
生
き
残
る
た

め
に
は
、
地
域
密
着
の
経
営
の

利
点
を
生
か
し
、
き
め
細
か
な

接
客
対
応
に
努
め
る
こ
と
だ
」

　

着
地
型
旅
行
商
品
「
地

旅
」
の
推
進
状
況
は
ど
う
か
。

　
「
我
々
や
全
旅
が
取
り
組
ん

で
い
る
地
旅
は
、
ま
さ
に
地
域

密
着
型
の
商
品
を
強
化
す
る
こ

と
が
狙
い
だ
が
、
会
員
の
参
画

率
を
高
め
る
こ
と
が
課
題
だ
。

全
国
の
会
員
が
本
当
に
力
を
出

し
合
っ
て
、
わ
が
町
の
自
慢
を

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
情
報
提
供

し
交
換
し
て
い
け
ば
、
も
っ
と

も
っ
と
良
い
情
報
が
集
ま
り
、

素
晴
ら
し
い
地
旅
商
品
が
で
き

る
は
ず
だ
」

　
【
聞
き
手
＝
編
集
部
・
板
津

昌
義
】


